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1 概要 

 

佐倉市民カレッジでの講義「佐倉市の総合計画について」において、総合計画

策定段階での市民からの意見聴取の一環として、ワークショップを開催しまし

た。 

 

 

2 日時等 

 

日 時 平成 30 年 7 月 17 日（火）13:45～15:00 

場 所 佐倉市立中央公民館 

講 師 企画政策課職員 

 

 

３ 参加者 

 

市民カレッジ 1 年生 72 名（計 12 班）、社会教育指導員 2 名 

〇男女比 

男 42 名 

女 30 名 

計 72 名 

 

 

〇年代別 

60 代 50 名 

70 代 22 名 

計 72 名 

 

 

〇地区別 

佐倉 16 名 

臼井 16 名 

志津北部 12 名 

志津南部 13 名 

根郷 13 名 

和田 0 名 

弥富 0 名 

千代田 2 名 

計 72 名 

 

４ ワークショップのテーマ 

「他のまちにはない、「佐倉市らしさ」とは何でしょうか。～佐倉市が「伸ば

すべきところ」、佐倉市の「変えたいところ」～」 
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5 意見・提案の集約 

 

ワークショップで出た意見・提案の中から、各班一つだけ「これが重要」とい

うものを選び、提出をしていただきました。 

提出いただいた意見・提案は、講師から紹介した後、参加者全員に他の班のも

のを含めて一人一票投票をいただき、意見・提案の集約を行いました。 

 

今回、獲得した票が多かったのは、 

 

歴史博物館を核とした「道の駅」 歴史の町佐倉をアピール！！ 

 

18 票 

川越、佐原に負けない「歴史の街」の整備と観光客（成田空港）

の集客 

10 票 

 

となりました。 

 

 その他各班から提出された意見・提案と票数は、次のとおりです 

 

・誇るべき歴史、風土、自然がありながらＰＲ不足。対外発信を強化すべく市の

リーダーシップと意識の改革を！！（7 票） 

・他と差別化できる付加価値創造。Ｅｘ．日本一のシニアタウン（成田に近い）

（7 票） 

・企業誘致して税収をあげる（6 票） 

・佐倉の歴史教育に育み もっと小人から大人まで興味がもてる様なとりくみ

を行なう（6 票） 

・伝統行事 麻賀多神社や金毘羅様を中心とする佐倉の伝統行事を盛りあげ、に

ぎやかにする。（5 票） 

・東京に近く自然が豊富な歴史の町 印旛沼、サイクリングロード 城下町、陸

軍の町（4 票） 

・4 年間という市民カレッジがすばらしい（4 票） 

・インフラ整備 道路 交通網（無料バス等）（4 票） 

・公共施設を気楽に利用する（直通交通等便利にする）（3 票） 

・歴史民俗博物館がある（0 票） 
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6 全意見・全提案 

※ 明らかな誤字・脱字以外は、原文のままとした。 

 

【1 組 1 班】 

・ＪＲ佐倉駅は成田線・総武線の分岐点である 

・スーパーが近くにある 

・交通の便が良い 

・ＪＲと京成線双方乗り入れられている 

・チューリップ畑に風車、印旛沼がある 

・国立歴史民俗博物館がある 

・水害、津波がない 

・病院（大学）が近くにある 

・城址公園がある 

・子供の姿が消えた 

・隣近所の関係が薄い 

・伸ばすべき所 史跡の発見、発掘、アピール 

・佐倉市らしさ「歴史の町」佐倉 

1 江戸～成田に至る街道 

2 江戸幕府の重要拠点 

3 佐倉連隊 

4 西の長崎、東の佐倉 蘭学 

・自然の宝庫（？） 

 1 印旛沼 

 2 田園風景 

・東京の通勤圏である 

・旧順天堂がある 

・観光施設のＰＲ＆観光ルート化 活用 

・高齢者施設がしっかりしている 

・城下町 

・工業団地、農業住宅、地域が多面に亘っている 

・ＪＲが通っている 

・保育所、幼稚園が充分 

・佐倉らしさ、祭りなど 新住民（移転してきた人）代々佐倉に住む人の交流 

・秋の祭りがある 

・京成電鉄が通っている 

・若い人が少ない 
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・歴史の街の佐倉のＰＲ 重点的、体系的に 

・歴史物を保存 

・佐倉学 

・中央公民館直通バスをつくる 

・公民館利用が「有料」はおかしい 

・公民館など経由のバスがない 

・京成とＪＲが不便 

・夏暑く、冬寒い 

・大きな病院が遠い 

・中央公民館へのアクセスが悪い 

・子供が少ない 

・空家が多い 

・市内巡回バスがない 

・地域の公共の場の開放 

・公共交通が不便 

・若者が魅力を感じる町づくり EX.子育て施設、特色ある教育 

・埋立ゴミの明確化 啓もう、徹底 

 

 

【1 組 2 班】 

≪伝統行事≫ 

・金毘羅様の主要道路をもっと人が出入りできるように！ 

・佐倉お祭り 10 月 佐倉全体をまきこむ 

・祭りをもっと華やかに 

・金毘羅様 10 日 天ぷらそば 500 円 高齢者が多い無料バスがあるのに知

らない人多い もっとにぎやかにしてほしい 

・麻賀多神社 もっとアピールする お宮参り、七五三、名付け（子供）、初詣

など 

・お宮参り 七五三 おくいぞめ 初詣 10 月第 2 金土日 名付神社（ぐう

じさん） 

 

≪イベント≫ 

・草ぶえの丘 子供だけじゃなく高齢者にも行けるように バラ園あり 

・チューリップ風車をディズニーランドまでじゃなくてもドイツ村、アンデルセ

ン公園のような場所にする 

・佐倉チューリップ祭り 郷土イベント 
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・佐倉花火大会 行事を行なう 

・佐倉花火大会 いつも江戸川花火見に行っていますが、交通便良い 交通の便

が悪い 市民が見られる場所 紹介する 

 

≪特産品≫ 

・佐倉の名物 商品 昔と変らず もっと発展したみやげもの 開発 

・銘酒 味噌 落花生 蔵六餅 特産物名産物 

・上の町の焦点が店じまいの為減っているのをやる気ある人にかし出し 催し

をにぎやかになる様 

 

≪佐倉の自然≫ 

・自然が沢山残っている 

・田園風景も沢山ある 

・みどりの町 余りにも大きく育った木々 基準があるのかどうか。竹やぶ 

・印旛沼 渡し船で良さをアッピール 

 

≪城下町 武家屋敷≫ 

・江戸幕府の政策遂行に大きな役割を果たした佐倉城等の歴史の街を宣伝する

こと 

・武家屋敷 にぎやかにするには。もう少し催しを 

・城をつくって武家屋敷を整備して江戸の町をつくる大事業を 金をかける 

・城址公園 桜祭り 

・国立歴史民俗博物館がある 

・佐倉城址公園がある 

 

 

【1 組 3 班】 

≪佐倉市らしさ≫ 

・歴史の町 

城下町 佐倉城、本佐倉城、臼井城 

順天堂 

陸軍の町 

・東京に近く、自然が豊富 印旛沼 サイクリングロード 

・音楽ホール、歴博、川村美術館、佐倉城址等の文化・歴史に魅力が大 

・水がおいしい等自然が豊富 

・カレッジのあることのすばらしさ…他の市にはないので、うらやましがられて
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る 

・適当なサイズの工業団地もあり、市の財政に寄与するところ大。 

・歴史のある町 歴博がある（国立博物館） 

・自然がある程度残っている。住み易い 

・印旛沼、野鳥の森を中心に緑の多い都心へのアクセスが近い場所 

 

≪佐倉市が「伸ばすべきところ」≫ 

・佐倉城建設など佐倉をアピール出来るものを作る 

・サイクリング大会、野球大会などスポーツの振興 

・中央公民館を現在地より駅に近い処に移動してほしい 

・中央公民館 もよりまでのバスを通してほしい 

・公民館の利用料 無料にしてほしい 説明してほしい！！ 

・街の中心地がない 街の中は以外と不便 

・市民に対して佐倉市全体の啓蒙（市民が以外と佐倉市を知らない） 

・電柱をなくし、地下埋そうにして美化を進める 

・都心へのバス 輸送力を増大すべき 

・佐倉市内のバス化を増やし、自動車の総数減少化。 

 

≪佐倉市の「変えたいところ」≫ 

・観光の町としてのアピール 観光バスなど 

・スポーツ、文化活動を増やす 

・佐倉は歴史の街をもっとのばしてほしい 佐原の街並の様になればと思う 

・サイクリングロードの整備 利根川につなげる 

・ローカルなところにバスを通してほしい 

 

 

【1 組 4 班】 

≪佐倉市らしさ≫ 

・城下町であること、武家屋敷など。おもむきのある町である 

・病院、学校、店舗など程良い量で生活し易いところ 

・首都圏にありながら、城下町、印旛沼、田園地帯のある落ち着いた景観 

・歴史のまち、城下まち 

・城下町らしき所 佐倉 

・落ち着いた景観 

・①歴史と文化のまち、②自然が残っていること 

・緑が多く、自然に恵まれている。公園、美術館もすばらしい 
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・都会過ぎず、田舎過ぎず、とても生活し易い 

・生涯教育の充実⇒佐倉学 

・田園風景が豊か 

 

≪佐倉市が「伸ばすべきところ」≫ 

・ＪＲ駅前の再開発 

・観光地としてもっと集客力があればいい 

・危険の心配もなく、事故、事件も少ないので落ち着いて生活できるところ 

・“歴史の街”の整備、強化 VS.川越、佐原 

・城下町 城跡のある街を活用した観光 

・人材の活用 

・ボランティア活動が活発になること 

・志津駅前の活性化 

 

≪佐倉市の「変えたいところ」≫ 

・街路樹、公園などの手入れが行き届いていないところ 

・若者の働く場所の創出 

・京成とＪＲの一体化 

・印旛沼を泳げる沼にすること 

・ＪＲ佐倉のパチンコ屋をなくせ 

・市税が高い 

・ゴミの出し方が難しすぎる 

・佐倉城などもっと手入れして観光客を増やす 

 

 

【1 組 5 班】 

・緑が多い 

・自然が多い 

・佐倉市らしさ 城下町である 

・東京に以外と近い 

・歴博の素晴らしさを広報するとともに関連づけた道の駅の建設 

・伸ばすべき所 農業の活性化（田畑） 

・伸長すべき点 医療機関等特養施設の充実 

・伸長すべき点 自然の街を大いに興すべき 

・空港が近い 

・音楽が盛ん 
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・成田空港に近い ＬＣＣが使える 

・緑が多く空が青い 

・国立歴史博物館があり、他に例を見ない 

・歴博を核とした道の駅で歴史の町佐倉のアピール 

・左折レーンの設置 

・道路基盤整備 

・印旛沼の整備・活用 

 水のスポーツの拠点化 

 水生植物の研究拠点化 

 水生植物園の設置 

・全国（広域）にある店舗をなくす、誘致しない セブンイレブン、ローソン、

ベイシア、ライフ、チェーン店の飲食店等々 

・変えたいところ 市民税の削減 

・変えたいところ 佐倉市管内京成線の高架化 

・変えたいところ 印旛沼の浄化 

・シャッター街の活性化 

・議員定数の削減 

 

 

【1 組 6 班】 

・空港へのアクセスが良い。 

・かみつき亀の駆除 

・美術館が充実 川村、歴博、塚本 

・空港が近い 

・成田空港発のＬＣＣが充実 

・病院が充実 

・電車が充実 

・美術館が充実している 

・季節の行事が多い 

 

 

【2 組 1 班】 

≪佐倉市らしさ≫ 

・町人文化が残る 

・自然（沼と緑）と工業と農業、歴史 

・古い城下町 
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・自然が多い 

・志津、臼井、千代田、佐倉、弥富のアンバランスを活かす街づくり 

 

≪佐倉市が「伸ばすべきところ」≫ 

・緑を残したまちづくり 

・印旛沼をもっとアピールできる活用方法を考える 

・佐倉に城（天守閣）を作ろう 佐倉城下町 

・江戸時代をもっと出し、古い時代のまち作り 

・人と人とのつながり 

・花火大会の更なるＰＲ 関東一の大会とする 

・名所巡りのバス 1 日 100 円＜のりおり自由＞ 

・お祭りの山車をかざっておく建物がほしい（おはやし館が小さい）。 

・印旛沼の整備 安全に水遊びできる水辺整備 

・山野の整備 

・全域をモノレールで結ぶ 

・人口を伸ばす（増加） 

・全域にモノレールを 

・歴博の優位性を生かした学術振興 

・いんば沼レジャーランド きれいな湖、おいしい魚 

 

≪佐倉市の「変えたいところ」≫ 

・交通網がととのっていない 

・観光都市 佐倉 町めぐりのバスの運行（観光用） 

・大型図書館の建設。ゆったり読書 

・空家を少なくしたい 

・防災に力を入れる 水害対策 

・佐倉から電信柱をなくし、まちなみをきれいにしたい 

・各地域のアンバランス 

・商業の中心がない 

・観光振興と特色のある土産と Hotel 

・各地域の交流 

・成田空港までの交通網をより確保する。 

・順天堂大学誘致 町の活性化 

・ガケの整備（危険急傾斜地の解消） 

・バスを増やしたい 

・勝田台から佐倉経由成田空港まで地下鉄建設 
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【2 組 2 班】 

・歴博がある 

・地元民と新住民の融合 

・封建的である 

・佐倉の祭り担いが少なくなった 

・西と東で天候が大分違う 

・自然 

・緑が多い 

・緑が多い、のどか 

・歴史がある 

・旧佐倉以外も受け入れる 

・サイクリングロード 

・市民カレッジ生徒のスキルを伸ばし 

・世界に通ずる若い人を育てる 

・英語力を伸ばす 

 

 

【2 組 3 班】 

≪佐倉市らしさ≫ 

・立地：成田空港に隣接 

・歴史 西の長崎、東の佐倉 

・①緑豊かな自然に囲まれた町 ②東京に近くある程度都会で田舎… ③志津、

ユーカリ地区の住民とその他の地区住民の意識の違い 

・都会と田舎が両立している。 

・自然 印旛沼 

・首都圏から１時間以内の田舎らしい都市 

・自然が多く残っていると思う。多くの人が来てもらう。 

・東京に近くて、田舎町である。 

・城下町/祭り 

・風災害に強いと思われる。 

 

≪佐倉市が「伸ばすべきところ」≫ 

・ＰＲ不足 対外発信の強化 

・自然と都市化のバランス良い発展（田舎風景） 
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・交通網の整備 

・東京都内への利便性強化 

・他府県にもっと佐倉の歴史をＰＲして観光を伸ばす 

・新たな住宅地の造成 

・市のリーダーの問題意識の強化！！ 

・有名な人に歩かせる 

 

≪佐倉市の「変えたいところ」≫ 

・保守的、旧習深いところ 

・市の改革について消極的 

・城下町のＰＲ強化をすべき！！ 

・発信が必要 

・歴史歴史は小さい、自然をもっともっと 

・佐倉の目玉をつくる！ 

・食べ物がない。有名な食べ物をつくる。 

・佐倉の土産を多くする事 

・スッポン料理に対抗 かみつき亀のレシピを作る。佐倉のみそとコラボ 

・竹林が整備されていない 

・ＪＲ佐倉駅廻りの開発 

 

 

【2 組 4 班】 

≪佐倉市らしさ≫ 

・文化・芸術の町、美術館と歴博 

・城下町と歴博のあるまち 

・城下町としての史跡 

・首都東京に近い住宅都市 

・印旛沼の自然 

・成田空港に近い住みやすい田舎町 

・福祉の充実 

・自然、緑が多い、田畑も多い 

・自然が豊か 

・自然が豊か 

 

≪佐倉市が「伸ばすべきところ」≫ 

・「道の駅」の新規建設による佐倉ＰＲ化 
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・佐倉市の歴史がより良くわかるような拠点施設 

・史跡をもっと観光資源化する 

・教育レベルの向上 EX.無償化、中等、高等教育の向上 

・時代変化への対応 EX.移民の積極的受け入れ 

・他と差別化できる付加価値を造る EX.日本一のシニアタウン 

・歴史的なものを保存、維持する 

・住みやすい市にする 

 

≪佐倉市の「変えたいところ」≫ 

・水害に弱い 

・町の活性化 利便をよくする 

・佐倉駅（ＪＲ）周辺の再開発 

・自治会のあり方 

・「印旛沼の美化」による観光推進 

・バス交通が不便 

 

 

【2 組 5 班】 

≪佐倉市らしさ≫ 

・公民館活動が活発 

・歴史、自然ある街 

・印旛沼の花火 

・神社が多い 

・城下町 

・歴史がある 

 

≪佐倉市が「伸ばすべきところ」≫ 

・城址公園 自然（緑、さくら、チューリップなど） 

・家族で楽しめる所がある。 

・城址公園、ふるさと広場など佐倉の資産の活用をもっと！ 

・公民館活動の多様化 

・外国人が増えた 

・自然環境の保全 

・城下町の発展 

・坂が多い 
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≪佐倉市の「変えたいところ」≫ 

・税金が高い 

・道路の整備 

・行政サービスレベルの向上 

 

 

【2 組 6 班】 

・観光客の誘致 イベントを企画 

・歴史的な遺産のアピール 

・歴史が古い町なのでもう少し観光に力を入れる（交通の便） 

・歴史の町を残す事努力する 

・発掘された遺跡の発表、現地説明会 

・空き建築物を有効に利用し、市民の活動を高める 

・焦点の活性化 

・車道、歩道の狭いところの整備 

・自然を整備し（印旛沼周辺 etc.）人を呼ぶ企画を活発化する 

・危険区域の安全化（防犯放送が聞きにくい時がある） 

・公園内にもう少し見学、見物出来る物があればいい 

・法人税の増加 有料法人の誘致、企業誘致 

・人口増 魅力ある市のイメージ up 

・交通の便を良くして、人口を増やしていく 

・バスのほん数をふやしてほしい 

・住民税の減税（他地区からの転入を促す） 

・待機児童「ゼロ」とし、他地区からの転入を促す 

 

 

【その他（組、班が不詳のもの）】 

・道路渋滞 

・交通渋滞が多い 

・城がない 

・インバウンドに備えて英語力を伸ばす 

・世界に通用する若い人を育てる 

・観光ルートの充実 

・アップダウンな地形の利用⇒サイクリングロード等の充実 

・佐倉図書館が古い 
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